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厚生労働科学研究費補助金（長寿科学総合研究事業） 

分担研究報告書 
 

「介護施設の薬物療法に関する研究」 
 

分担研究者 神﨑恒一 杏林大学医学部高齢医学 教授 
 
研究要旨： 
介護施設における薬物療法に関して、Cochrane、MEDLINEおよび医学中央雑誌の文献について必須Keywords（高
齢者、介護施設、Nursing homes）に加え、次の6つのKeywords： 薬物有害事象、Adverse drug events (略語：
ADEs); 不適切な薬剤処方、Potentially Inappropriate medication use (略語：PIM); Beers criteria; 多剤、
Polypharmacy、STOPP criteria、START criteriaを設定しキーワード検索を行った（一次検索）。次いで、タイ
トル・抄録・本文査読を行い、最終的に、MEDLINE: 63文献、Cochrane: 8文献、医学中央雑誌:11文献を抽出し
た（二次検索）。リサーチクエスチョン(RQ)として、RQ1: 介護施設での薬剤服用状況、RQ2: 介護施設での不適切
薬剤投与状況と頻度の高い薬剤、RQ3: 不適切薬剤投与とoutcome（薬剤有害事象）との関連、RQ4: 薬剤有害事
象を減らす介入試験、RQ5: 介護施設における認知症患者の向精神病薬の投与の如何を設定、エビデンスレベルI
の7文献と比較検討した。RQに耐えうる文献が散見され一定の解答が得られたが、将来のメタアナリシスのため
のさらなるエビデンスレベルの高い研究の蓄積が期待される。 
 
Ａ．研究目的 
 本分担研究では、高齢者の安全な薬物療法ガイ 
ライン改訂のうち、介護施設における薬物療法に関
するエビデンスレベルの研究を調査し、ガイドライ
ンを作成することにある。特に、介護施設入所者は、
高齢かつ多くの合併症を抱え、薬剤の多剤併用の影
響を受けやすい群であり、不適切薬剤投与
（Potentially Appropriate Medication: PIM）や薬
剤有害事象（Adverse Drug Event: ADE）をキーワー
ドに文献データベースを用いてエビデンスレベルの
高い文献収集を行った。今年度はキーワード検索に
より一次選択した文献の中からさらに絞り込みをお
こない、二次選択された文献を用いて構造化抄録を
作成した。 
 
Ｂ．研究方法 
1. 対象文献 
検索文献として、英文の医学データベースである
CochraneとMEDLINEを、日本語の医学データベース
である医学中央雑誌を対象とした。 
①Cochrane 1972年～2013年 
言語： データベースの機能上、言語の指定不可  
種：（高齢者）に限定。研 究 デ ザ イ ン：限定な
し 
②MEDLINE 1972年1月1日～2013年6月30日 
言語：日本語、英語。種： ヒト（高齢者）に限定。
研 究 デ ザ イ ン：限定なし 
③医学中央雑誌 年代 1983年1月1日～2013年6
月30日 言語： 日本語、英語 種： ヒト（高齢者）

に限定 研 究 デ ザ イ ン：症例報告を除く 
 
2. 文献検索（図１・図２） 
①Research Questionの設定 
介護施設での高齢者の服薬状況、多剤併用、薬物
有害事象をもとに、入院や死亡をoutcomeとした、
また適切や薬剤処方への介入をResearch 
Question(RQ)として設定した。 
②Key wordsの選択 
必須キーワードを 高齢者、介護施設、Nursing 
homesとし、次の6つのKeywordsを設定した。 
Keyword 1: 薬物有害事象、Adverse drug events (略
語：ADEs)  
Keyword 2: 不適切な薬剤処方、Potentially 
Inappropriate medication use (略語：PIM) 
Keyword 3: Beers criteria 
Keyword 4: 多剤、Polypharmacy 
Keyword 5: STOPP criteria 
Keyword 6: START criteria 
③検索 
Key wordsに基づいて検索式を作成し、文献検索
を行った。 
はじめに、 
i)検索１：“介護施設 or nursing homes” X“keyword1” 
or “介護施設 or nursing homes”X “keyword2” or 
“介護施設 or nursing homes” X“keyword3”… 
の検索式で、 
次いで、 
ii) 検索２：高齢者 X “介護施設 or nursing homes” 
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X“薬物有害事象関連キーワード（keyword1 or 
keyword2” X “keyword 3 or 4 or 6 or 7） 
の検索式で文献検索を行った。 
文献検索のフローチャートとKey words設定は図１、
図２に示す。 
 
3.文献の二次選択 
上記で検索された文献のサマリー等を参考に、構
造化抄録の作成に値する文献を選択した。 
 
4.構造化抄録の作成 
二次選択された文献を詳読し、構造化抄録を作成
した。 
 
5.解析 
作成した構造化抄録をもとに、英文文献のエビデ
ンスレベルI～IV（エビデンスレベルV、VIを除く）
の研究を抽出し、設定したKey wordsから派生する
その他の重要な研究カテゴリーを、IBM SPSS Text 
Analytics for Survey  4.01を用いたテキストマイ
ニングにより介護施設における薬剤使用の研究状況
の推定を行った。 
 
（倫理面への配慮） 
文献に基づく系統的レビューであり、倫理的な問題
は発生しない。 
 
Ｃ．研究結果 
１．検索結果 
図１の検索のフローチャートのごとく文献検索を
行い、MEDLINE：76文献、Cochrane：18文献 
医学中央雑誌：51文献を抽出した。薬剤有害事象の
keywordsを必須にすると、医学中央雑誌からは検索
２では文献が検索されないため、検索１を採用した
（図１、図２）。 
 さらに、タイトル・抄録査読、次いで本文査読を
経て、MEDLINE: 63文献、Cochrane: 8文献 
医中誌:11文献が２次選択され、構造化抄録作成を
行った。 
 
２．構造化抄録作成とエビデンスレベル（図3） 
 MEDLINE、Cochraneからはシステマティックレビ
ューを含む、エビデンスレベルの高い研究が検索さ
れたが、邦文文献ではエビデンスレベルI～IIIに相
当する文献は1件も検索されなかった（図3）。 
 
3. IBM SPSS Text Analytics for Survey 4.01によ
る解析 
作成した構造化抄録をもとに、エビデンスレベル

の比較的高い、英文論文64件（I～IV）、テキストマ
イニングを行った。 
 
① 抄録からの重要カテゴリーの抽出 
まず、文献の抄録のテキストマイニングから他の
重要なキーワードが浮かび上がってきた（図4）。
Dementiaといった疾患に関する語、psychotropic 
Drugといった施設介護者に多く使われる可能性が
あって、有害事象や、poor outcomeにつながる薬剤
に関するエビデンスのある研究が検索されたことが
明らかになった。また研究デザインも、横断研究の
他、前向き研究、一部介入研究も該当していた。 
② 設定keywordsから浮かび上がる関連研究の現
状 
 次いで、分担研究者らが構造化抄録作成の際に記
入した研究目的を元に、設定keywordsから派生する、
介護者の薬物療法研究に関する現状を解析した。研
究目的の欄は、対象と行ったことと結果が端的にわ
かる簡潔な文章を心がけ、重要単語は日本語と英語
を併記した。 
 まず。Keyword1薬物有害事:Adverse drug events 
に関連する研究は、薬剤投与と不適切薬剤療法との
関連の域を出ておらず、特に頻度ではなく前向きの
インシデントや、アウトカムを目的にした研究が少
ないことが推定された（図５）。 
 次いで、不適切薬剤投与に関わるKeywords、また
多剤併用に関する研究であるが、これも不適切薬剤
投与を防ぐシステムによる介入研究や薬剤投与の削
減による経済効果に関する研究は多くないことが推
定された。 
③ 本分野でのエビデンスレベルIの研究の現状 
 今回の検索で7件のシステマティックレビューが
検索されたが、多くが種々の理由（スタディーデザ
インが一致しない、必要なデータの不備など）でメ
タアナリシスができておらず、narrative reviewと
呼んだほうがふさわしいかもしれない。しかし、こ
れらのレビューが対象としている研究は、主にRCT
の介入研究をまとめており、概して質が高い（図6）。 
 
④ 重要文献の解説（添付資料参照） 
リサーチクエスチョン(RQ)としては、下記の5つを
設定した。 
RQ1 介護施設での薬剤服用状況は(文献DEF02124、
文献DEF02136）、RQ2 介護施設での不適切薬剤投与
状況と頻度の高い薬剤はどれか(文献DEF02124、文
献DEF02136）、RQ3不適切薬剤投与とoutcome（薬剤
有害事象）との関連は？(DEF02119)、RQ4 薬剤有害
事象を減らす介入試験は存在するか(DEC00059、
DEC01461、DEC01585) 、RQ5 介護施設における認知
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症患者の向精神病薬の投与の如何（DEC00063）。それ
ぞれのRQに対するレビュー文献は図６のとおりで
ある。 
 
Ｄ．考察と結論 
設定したRQに対し一定の解答が得られるエビデン
スレベルの研究が検索されたが、将来のメタアナリ
シスのためのさらなるエビデンスレベルの高い介護
施設高齢者の安全な薬物治療のための介入研究の蓄
積が望まれる。 
 
Ｅ．研究発表 
1．論文発表 
1)  永井久美子，小柴ひとみ，小林義雄，山田如子，
須藤紀子，長谷川浩，松井敏史，神﨑恒一：老
年症候群の適切な把握のためのもの忘れセンタ
ー予診票の作成に関する検討－予診票の妥当性
と信頼性および回答者による回答率の差異につ
いての検証－．日本老年医学会雑誌 51（2）: 
2014. In press. 
2)  Koji Shibasaki, Sumito Ogawa, Shizuru Yamada, 
Katsuya Iijima,Masato Eto, Koichi 
Kozaki,Kenji Toba, Masahiro Akishita1 and 
Yasuyoshi Ouchi：Association of decreased 
sympathetic nervous activity with mortality 
of older adults in long-term care.Geriatr 
Gerontol Int  14： 159-166, 2014． 
3)  Tanaka M, Nagai K, Koshiba H, Sudo N, Obara 
T, Matsui T, Kozaki K. Weight loss and 
homeostatic imbalance of leptin and ghrelin 
levels in lean older adults. J Am Geriatric 
Soc 61： 2234-2236，2013． 
4)  Kumiko Nagai，Shigeki Shibata，Masahiro 
Akishita，Noriko Sudoh，Toshimasa Obara，Kenji 
Toba, Koichi Kozaki：Efficacy of combined use 
of three non-invasive atherosclerosis tests 
to predict vascular events in the elderly; 
carotid intima-media thickness, 
flow-mediated dilation of brachial artery 
and pulse wave velocity. Atherosclerosis 
231(2): 365-370，2013． 
5)  Masahiro Akishita, Shinya Ishii, Taro Kojima, 
Koichi Kozaki，Masafumi Kuzuya, Hidenori Arai, 

Hiroyuki Arai, Masato Eto，Ryutaro Takahashi, 
Hidetoshi Endo, Shigeo Horie，Kazuhiko Ezawa，
Shuji Kawai，Yozo Takehisa，Hiroshi Mikami， 
Shogo Takegawa, Akira Morita，Minoru Kamata, 
Yasuyoshi Ouchi，Kenji Toba. ：Priorities of 
Health Care Outcomes for the Elderly．JAMDA 
14：479-484，2013． 
6)  木村紗矢香，山田如子，町田綾子，杉浦彩子，
鳥羽研二，神﨑恒一：高齢者の耳掃除と高齢者
総合的機能評価．日本老年医学会雑誌 50(2)：
264-265，2013． 
7)  長谷川浩，神﨑恒一：三鷹市・武蔵野市の取り
組み．日本老年医学会雑誌 50(2)：194-196，
2013． 
8)  神﨑恒一：薬剤により歩行障害を来した症例．
症例から学ぶ高齢者の安全な薬物療法．秋下雅
弘、葛谷雅文 監修．東京．ライフサイエンス，
2013．106-110. 
 
２．学会発表 
1)  神﨑恒一：認知症と治療薬の効果．武蔵野市薬
剤師会在宅勉強会，武蔵野，2013.4.25. 
2)  須藤紀子，永井久美子，神﨑恒一：急性期病院
入院がん高齢患者の現状－治療法選択と総合機
能評価．第55回日本老年医学会学術集会，大阪，
2013.6.5． 
3)  小柴ひとみ，永井久美子，小林義雄，山田如子，
木村紗矢香，須藤紀子，長谷川浩，神﨑恒一：
老年症候群の適切な把握のためのもの忘れ外来
予診表の活用．第55回日本老年医学会学術集会，
大阪，2013.6.6． 
4)  神﨑恒一：認知症医療連携～薬剤師に求めるこ
と～．西部薬剤師会講演会，東村山，2013.10.27. 
 
Ｆ．知的財産権の出願・登録状況 
１．特許取得 
   なし 
２．実用新案登録 
   なし 
３．その他 
研究協力者 
杏林大学医学部高齢医学 松井敏史 
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